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つむぎの里のホームページ完成！ 

お待たせしました！ついに、つむぎの里のホームページができました。 

各事業の説明、活動の様子や年間行事なども載せています。夢ポケットの製品もたくさん載

せていますのでぜひご覧ください。 

引き続き、ブログには最新情報や近況報告をたくさんアップしていきますので、お楽しみ

に♪ 

つむぎの里ホームページ→http://www.tumuginosato.com/ 
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生活介護事業 

 

暑さも少しずつ和らぐこの季節。色々な場所でバザーが始まり

ます。夢ポケットの販売もこれからが本番。バザーに向けて皆の作

業にも、気合いとやる気がみなぎってきました。青いポロシャツに

身を包んだ、夢ポケット販売隊を見かけたら、声を掛けて下さいね。  
そして、１１月には念願の「イオンモール直方」での販売が決定

しました。イオンモール直方といえば、直方はもちろん、飯塚や田

川の筑豊各地、そして北九州からも多くのお客さんが詰めかける所

です。そこで、夢ポケットの販売が出来るという事で、皆ワクワクです。１１月１５日（土）・１６日

（日）の２日間は、イオンモール直方へ集合！皆様のご来場、心よりお待ちしています！！               

                           （岡松） 

生活介護事業 

～日中活動の様子～それぞれの過ごし方～ 

今年の夏は冷夏で、夏らしいカラッとしたお天気にはなかなか恵まれませんでした。しかしサンフ

ラワーではあまり顔を出してくれない太陽にかわって、元気に楽しくさまざまな活動をしています。

その中で、いくつか活動を紹介します。 

まずは、『バランスボール』です。大小2 つのバランスボールの上に寝そべったり、1 つのボール

の上に座ったりして、体をほぐしたり、はねたりして遊んでいます。 

次に、『キャップ作業』です。ペットボトルなどのふたをきれいに洗って、水をふき取り、色分け

する作業です。この作業は、利用者さんの工賃になるので、とても大切な作業になります。 

そのほかにも、粘土やスライムで遊んだり、変装(？)したり、ipad でゲームをしたり、歌を聴いて

歌ったり…などなど、たくさんの活動をしています。               （伊藤） 

 

 

 

 

 

 

           生活介護事業 

 

水分補給と休憩をはさみながら作業を行い、時には

プール等レクレーションを楽しみました。お陰で無事、

夏を乗り切ることができました。 

9 月からは夏野菜の種を採り、畑を耕し、元肥を入れて時期を待ちます。白菜、大根、高菜を作り、

新鮮野菜は勿論、漬物にもしようと思っています。ご期待下さい‼ 

しんどさをすぐ歳のせいにしてしまいがちな『総務課きらら』の3 人ですが、万年青年をモットー

に頑張ります♡                                       

                                    （大村）  

夢ポケット 

サンフラワー 

きららグループ 
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           児童デイサービス事業 

 

今年の夏は雨の日ばかりで、夏らしくない夏でした。そんな

中でも少ない晴れ間をぬって戸外活動を楽しみました。初めて行

った，畑ダムのお散歩ではすれちがう人たちと元気にあいさつを

交わし、ダムに住む大きな鯉や亀に持参したパンをちぎってあげ

ました。 

亀や鯉も子供たちが四方八方投げる

パンを上手にキャッチ。子供たちも鯉や

亀がパンを取り合いしている姿を見て

大喜び‼とても楽しい経験ができまし

た。 

サンアビプールでは、インストラクタ

ーの藤原さんの指導のもと、初めて一人

で泳げるようになった子。去年の反省を

活かし、ソーメン流しの位置取りをうまく考えた子。クッキングで

は、包丁班、炒め班、たまご班など作業別に選んで出来るようにし、

出来上がりをほめられ得意気になった子等、それぞれ充実した夏休

みを過ごすことが出来ました。楽しかった夏休みも終わり、いよい

よ2 学期が始まります。             （清水・山下） 

         

居宅・移動介護事業 

 

同行援護を利用して、アートアクアリウム展～博多・金魚の祭～へ出か

けました。最終日前日だったので混雑を予想していたのですが、スムーズ

に入場でき 巨大な水槽、額縁の水槽他、沢山の品種を１つずつ観賞する

ことができました。七色に変化するライトなど照明もとても綺麗でした。

まだ観ていたいとガラスをずっと覗いていました。 

「キレイだったね。またあったら行きたいね☺」と喜ばれていました。 

お昼は 大好きなお寿司を食べ、ちょっと贅沢なランチを楽しみました。   （前田） 

         

   

8 月生まれの照岡さん。先日68 歳の誕生会を行いました。目標は、い

つまでも長生きしたい、出来る限り仕事も頑張りたいと意欲的に語られま

す。リサイクル活動など地域行事にも積極的に参加し、今は5 年に一度、

10 月に行われる地元の剣神社のお祭りに参加する予定で、はっぴを用意

しその日が来るのを待ちわびています。 

今後も土、日の外出や入浴など居宅事業を利用し皆様が安心して生活が

出来るようにします。                        （浅野）                

なのはな荘 

あそびむしクラス 

居宅介護 
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       平成 25 年度鶴林福祉会の決算について 

5 月25 日に開催された評議員会・理事会において、平成25 年度決算が承認されました。 
新会計に移行1 年目のため、事業活動収支計算書の前年度が表示されません。 
各事業所等内訳は、法人事務所におたずねください。また、ホームページにも掲載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1号の1様式

（単位：円）

障害福祉サービス等事業収入 93,785,165 93,595,720 189,445

収益事業収入 4,764,000 4,923,054 -159,054

経常経費寄附金収入 861,000 877,517 -16,517

受取利息配当金収入 9,700 8,801 899

その他の収入 197,000 200,778 -3,778

    事業活動収入計（1） 99,616,865 99,605,870 10,995

人件費支出 60,704,350 60,806,951 -102,601

事業費支出 16,214,250 16,158,717 55,533

事務費支出 5,698,084 5,589,961 108,123

支払利息支出 375,364 375,364 0

    事業活動支出計（2） 82,992,048 82,930,993 61,055

16,624,817 16,674,877 -50,060

設備資金借入金元金償還支出 3,756,000 4,069,000 -313,000

固定資産取得支出 33,288,878 33,288,878 0

    施設整備等支出計（5） 37,044,878 37,357,878 -313,000

-37,044,878 -37,357,878 313,000

積立資産取崩収入 0 630 -630

    その他の活動収入計（7） 0 630 -630

積立資産支出 0 121,746 -121,746

その他の活動による支出 0 92,700 -92,700

    その他の活動支出計（8） 0 214,446 -214,446

0 -213,816 213,816

0 0

-20,420,061 -20,896,817 476,756

67,214,749 67,214,749 0

46,794,688 46,317,932 476,756

  当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10）

  前期末支払資金残高（12）

  当期末支払資金残高（11）+（12）

収
入

支
出

  その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8）

  予備費支出（10）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

支
出

  事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2）

支
出

  施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5）

資金収支計算書

自　平成 25 年  4 月  1 日　至　平成 26 年  3 月 31 日

勘　定　科　目 予　　算　(A) 決　　算　(B) 差 異 (A) - (B) 備　　考

第2号の1様式

（単位：円）

障害福祉サービス等事業収益 93,595,720 93,595,720

収益事業収益 4,923,054 4,923,054

経常経費寄附金収益 877,517 877,517

    サービス活動収益計（1） 99,396,291 99,396,291

人件費 60,806,951 60,806,951

事業費 16,158,717 16,158,717

事務費 5,589,961 5,589,961

減価償却費 8,757,138 8,757,138

国庫補助金等特別積立金取崩額 -2,390,550 -2,390,550

    サービス活動費用計（2） 88,922,217 88,922,217

10,474,074 10,474,074

受取利息配当金収益 8,801 8,801

その他のサービス活動外収益 200,778 200,778

    サービス活動外収益計（4） 209,579 209,579

支払利息 375,364 375,364

    サービス活動外費用計（5） 375,364 375,364

-165,785 -165,785

10,308,289 10,308,289

    特別費用計（9） 0 0

0 0

10,308,289 10,308,289

95,812,003 95,812,003

106,120,292 106,120,292

0 0

630 630

121,746 121,746

0

105,999,176 105,999,176

    経常増減差額（7）=（3）+（6）

  特別増減差額（10）=（8）-（9）

当期活動増減差額（11）=（7）+（10）

前期繰越活動増減差額（12）

当期末繰越活動増減差額（13）=（11）+（12）

基本金取崩額（14）

その他の積立金取崩額（15）

その他の積立金積立額（16）

次期繰越活動増減差額（17）=（13）+（14）+（15）-（16）

費
　
用

  サービス活動増減差額（3）=（1）-（2）

収
益

  サービス活動外増減差額（6）=（4）-（5）

事業活動計算書

自　平成 25 年  4 月  1 日　至　平成 26 年  3 月 31 日

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増　　減
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給食だより 

 
 
 
       

生活介護事業では、昨年６月から、多目的ホールでの給食を開始して１年

になります。給食開始以前は、家庭からお弁当を持参される方が半数、半数

の方は、３５０円から４２０円の仕出しのお弁当を注文されていました。 
「給食」の申請をし、食事提供加算を受け、経済的な負担も軽くなり、

みんなで一緒にたのしく食事をしています。 
      保護者のみなさんからは、栄養士さんや調理員さんによる手作りの給食のご要望が多か

ったのですが、設備や衛生管理、職員確保などさまざまな課題のハードルが高く、契約業者が栄養・

衛生管理したチルド食品を仕入れ、つむぎの里で配膳して提供する給食形態を採用しました。配膳は、

生活介護の利用者さんに参加してもらっており、つむぎの里から仕事の工賃をお支払しています。季

節の行事や誕生会の時には、デザートを添えたり、きららグループの野菜をいろどりに添えたりして

います。 
この形態での導入で、無理のないかたちで、給食を続けることができています。まだまだ、工夫で

きる空間と可能性があり、給食のひとときにかかわるトピックスを、給食だよりで不定期に掲載しま

す。おたのしみに☆ （管理者 瀬尾） 
 

第 37 次国会請願行動の報告 

あたりまえに働き、 えらべるくらしを ～障害者権利条約を地域のすみずみに～ 

 

6 月23 日に閉会した第 186 通常国会に、わたしたちが提出した「障害者福祉についての新たな

法制に関する請願」は、両院の厚生労働委員会において衆議院では「保留」、参議院では「不採択」と

なりました。前回を上回る紹介議員、 地元や全国事務局からの採択への働きかけも実りませんでした。 
４月には地元議員事務所訪問を通じた請願採択への働きかけをおこない、つむぎの里でも、65 歳に

なると障害福祉サービスが使えなくなる「65 歳問題」やなおみの会や虫の家のような地域活動センタ

ーの問題など大島議員秘書さんと懇談しました。 
５月29 日の国会請願行動に全国から450 人が参加し、権利条約批准元年に請願採択を求める声

が議員会館内に響き渡りました。 その後も両院厚生労働委員への地元支部からの働きかけ、 全国事

務局からの議員会館訪問など、 例年にも増して採択への強い働きかけをおこない

ました。結果はとても残念ですが、 116 万筆あまりの署名に込められたエネル

ギーは確かなものと、たいへんありがたく感謝申し上げます。ご協力ありがとう

ございました。（最終到達  116 万 2699 筆） 
■福岡県 請願紹介議員 大家 敏志 / 大島 九州男 / 神本 美恵子 /河野 正美 / 河野 義博 / 
佐藤 正夫 / 新開 裕司/仁比 聡平 / 野田 国義 / 原田 義昭 / 藤丸 敏/ 
松山 政司 /  
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グループホーム見学に参加して 

7 月15 日（火）、時折強雨の中、保護者を対象にしたつむぎの里グループホームの見学でし

た。 

参加者も14 名と今までより多くの方が参加されました。 

 なのはな荘は閑静な住宅街にあり昭和40年代の普通の住宅を賃貸で5人の利用者さんが暮

らしてあります。消防署、地域の方々と一緒になり防災訓練を行い、地域行事にも参加された

りと地域に根付いた暮らしをされているようです。 

 クローバーハウス、シャンリバー知古は、一般の方も住んであるアパートの一室をグループ

ホームとして使ってあります。 

見学後、つむぎの里プレイルームで質疑応答。 

管理者瀬尾さんのお話しの中で、印象に残ったことは、 

『つむぎの里は利用者ひとり、ひとりのニーズに合わせて生活支援を続けてきた…』 

『いずれどこかで誰と暮らしていくかを描きながら…』 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホーム建設計画について 建設予定地の進入道路の確保にともなう建物の基本設

計などの検討が整わず、８月１８日の評議員会・理事会において、今年度のグループホーム建設計画

に伴う国庫補助の申請を見送ることを決定しました。来年度の申請を目指します。 

後援会だより 

障がい福祉サービス事業所『うえきの杜』の施設見学を下記の日程で行います。 

生活介護事業と短期入所事業を行っている今年の6 月に開設したばかりの施設です。 

記 

●見学場所 直方市大字植木７３－１０ 

     障がい福祉サービス事業所『うえきの杜』 

●日時  平成26 年9 月17 日（水）10：00～12：00 

※ 参加希望の方は9 月10 日(水)までにご連絡下さい。 

※ 連絡先 ℡ ０９４９－２８－２３６７ つむぎの里 （後援会事務局 山下） 

親世代が高齢者になった時に親も子も一緒に暮らせるような施設があればいい

のかなぁと思ったり。 

新しいグループホームを作る計画もあるそうです。出来上がった時には見学し

たいと思い、今から楽しみにしています。   後援会会計 荒巻恭子 

施設見学のお知らせ 

QＳＫ（つむぎ通信 ＮＯ．１０９  ）１９９７年９月１８日第三種郵便物承認 通巻 ５１０６号  ２０１４ 年 １０ 月３日発行（日刊） 
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吉田貞子 黒川眞弓 黒川あゆみ 菊竹モータース 山本美枝子 

津田ヒロ子 高辻光代 鳥居勝代 立山利博 伊藤綱男 早川髙次郎 

大塚泰子 西河綾美 高石伸人 井エイ子 山口愼輔 今山哲平 水上和子 

太田一俊 友定淑子 橋本由美子 末岡幸子 荒巻恭子 照岡定信（有）丸山防災センター 

国府寺志記子 福原章子 田代知之 瀬尾久美子 志鶴京子 

 

福本裕子 鷹取一枝 土田和子 門司喜美子 伊藤紀代子 西尾美子 

眞鍋勇 松井隆記 永冨理恵子 岩本隆子 岩熊勝子 東亜工業（株） 

船津加代 吉住咲子 鵜池照子 長谷川みな子 山内奈美 野口宗起 山田千代子 

占部治子 古野征子 矢野良子 坂田康子 内田冨美 山本千鶴子 飯塚レイ子 藤尾廣 

大久保裕子 梅山くみ子 石橋照子 今山絢子 山地ヒサエ 吉良能里子 髙石史人  

金沢石油（株）金沢毅 原田知美 向野光子 井上奈緒美 藤田正法 志鶴陽子 川原大輔 

 

矢野良子 宗広一美 志鶴京子 

（順不同・敬称略 平成26 年4 月28 日～8 月6 日） 

 

※ 前号で有馬さとみ様の（誤）26 年度カンパ➡（正）25 年度賛助会員、カンパと 

古荘方啓様の26 年度カンパがもれていました。訂正しお詫び申し上げます。 

 

 

 

 

皆様引き続きご支援ください。会費というかたちのつむぎの里支援として、新規会員をお

誘いください。他にもお祭りのバザーのお手伝いなどが出来る方も大歓迎です。いずれもつ

むぎ通信を送らせていただきます。 

 

正会員 6000 円   賛助会員 3000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集 社会福祉法人 鶴林福祉会 つむぎの里 

 〒８２２－０００６ 福岡県直方市上境１４６７《TEL ０９４９－２８－２３６７  FAX ０９４９－２８－２３０１》  

年正会員費 6000円 年賛助会員費 3000円 （いずれも年間購読料を含む）定価１００円 

発行 九州障害者定期刊行物協会 
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引き続き 2６年度後援会の継続、入会をお願いします。 

正会員 

賛助会員 

カンパ 
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事務局だより 


